
秋田県象潟海岸域における地下水の湧出特性
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Ⅰ はじめに

海岸域は､陸域地下水の循環系の出口となってお
り､地下水循環を考えるうえでも重要な地域である｡

そのため､本研究の対象地域である秋田県象潟海岸

域を含む､地下水に関する研究はこれまでも行われ

てきた (藤原,2002なと)rJそして､象潟海岸域お

よひ鳥海山周辺では､土壌 ･岩石等の地質条件の他

に､気候 ･水文環境も水質形成に大きな影響を与え

ることfiとが明らかになった (島野 ･肥EEl,2001)D

しかし､海岸域に調査対象地域を絞り､湧出地点を

限定し､年間を通じての調査 ･観測を行った研究は

行われていない｡また､海底から湧出する地下水に

ついての調査も行われていないO

そこで本研究では､秋田県象潟海岸域における地

下水の湧出特性に視点をあて､湧出量の年変化と若

干の水質項目についてR変化と年変化を明らかにL､

併せて海底からの地下水湧出について湧出地点域と

湧出特性を聞き取りにより調査することを目的とす

る｡

Ⅲ 研究対象地域と現地調査の概要

1 研究対象地域

研究対象地域である象潟海岸域は､秋田県の南端

に位置し､日本海と烏海山を併せもった地域である｡

烏海山は､秋凹県と山形県にまたがる標高2,236m

の大規模な火山で､山体は多量の溶岩と少量の火山

岩からなる戒層火山である｡そのため､高い浸透性

により大部分の雨水は地下に浸透し､鳥海山西麓で

ある象潟海岸域へ向かう地下水流が見込まれ､沿岸

部の海底からも地下水の湧出が多く見られる (藤原,

2002)｡また､東北地方の火山の多くは脊梁山脈に

沿った内陸部に位置しているのに対し､烏海山は山

頂から海岸までの水平距離は約10kmであり､日本

海に隣接している｡
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第1図 研究対象地域における湧水の分布 (2005年)
(家潟町発行1-10000象潟町字界Lg｢No,2｣およひ現地
訂考査により作岐)

2. 現地調杏の概要

地下水の観測 (湧出量 ･水温 ･EC･pH)は､

2004年6月13日～2005年12月15日1)までの期間に第

1図に示 した5カ所において湧出量については計

22回､水温等については15回程行った｡湧出量は

微流速計を開いて観測し､水温とECについては携

帯水質計を開いて測定 した｡さらにpHについては

BTB溶液を用いて測定した｡海底湧水については､

大泊郷海岸沖や小砂川海岸沖において存在が確認さ

れている｡そこで､海底からの地下水の湧出が見ら

れる地点を､漁師の方からの聞き取りを中心に調査

を行った｡
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第2図 象潟海岸域の各湧出地点における湧出量の

変化 (200Lll｢､2005年〕

(]=)各湧山地/七､の位道は第1図参照C

(2()()17ト6月1こう‖-2005年12F]15E]の期間に微Ift速引によ
り観測)

Ⅲ 観測結果および考察

1. 湧出量の年変化

1) 湧出量

現地調査よって得 られた各湧出地点の湧出量を第

2図に示す｡湧出量は､福Hの泉とさくまの湧水 萱ノ

において､冬期間に湧出量か著 し/,減少 し､雪鰭け

が始まる4月頃から12月にかけては､はは一定の値

杏/｣-(Lている,: さくまの湧水･でおいては､9月か ら

湧出量が苦しく増加 Lている｡象潟海岸域の地~卜水

は､烏海山に降 り積 も→た雪が気温の と昇する春か

ら初夏にかけて溶け始めることによって地下に浸透

し､湧ILHするものと考えられる｡一万､さくまの湧

水/主と小砂川集落の湧泉においては､年間を通 して

2)水Ii!L_流量曲線

さくまの湧水､釦 こおける水位 (水深,以下同 じ)

(請 :''岡)oR･'は0.86であり､7k位と流量 との間に

は強い相関が認められる｡同様に､小砂川集落の湧

泉における水位 と流量の相関を16回の観測うに某つ

いて作成 した (第4図)｡R｣は().71であり､さくま

の湧水T)と比較 L相関は若干小さくなっている｡両

者の違いは､観測地点の相違によるものと思われるしノ

さくまの湧水3/の観測カ所は､巨岩 卜のrulみ 仁にあ
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第3凶 さくま湧水､豊における/k位流量曲線

(2005年)
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第 4図 小砂川集落の湧泉における水位流量曲線

(2005年〕

(2り()-拘6F713R-2州う年11f]1コLlの期間に徴流速言1によ
り観測)

る水路の幅か固定 している位置を定めたのに対 L､

小砂川集落の湧泉の観測カ所では､両岸の雑草や堆

積物なとが湧出量に影響を及ほ しかねない位置を選

はさるを得なかった｡

2 水質の年変化

1)水温

各湧出地点における水温の値を第 5図に示すこ

各湧出地点の平均水温は99℃か ら111oCであり､
各湧出地点における平均水温の差は､12℃である｡

小砂川集落の湧泉を除いた4地点では2005年 2日18

日に最低値を観測 している｡小砂川集落の湧泉では､
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第 5凶 象潟海岸域の各湧出地点における水温の変

化 (20〔)4年､2005年)
/1)各湧出他市の付置は第1図参U.['t｡

(2004年16H13日～2005年112月15Flの期間に携JTT.水質計に
より観測)

年間を通 してほほ一定の値を示した｡

各湧出地点における水温の変動幅は､03℃か ら

3.1oCであるC さくまの湧水宜･とさくまの湧水･言を

除けは､水温の変動幅は10cc以下であり､水温は
年間を通 じて安定 している｡

2) 電気伝導度 (EC)

各湧出地点におけるECの値を第6凶に示す｡

各湧出地点のECの平均値は､976〟S/cmから

178.0〟S′/cmであり､各湧出地点におけるECの平

均値の差は､80.4〃S/cmである｡ECの平均値は､

湧出地点毎に分散 している｡また､ECの最高値 ･

最低値も分散 しており､季節的な傾向は見られない｡

各湧出地点におけるECの変動幅は､27/JS/cm

から440FLS/cmである｡ さくまの湧水･富において

は､ECの変動幅が2.7〟S/cmであり､年間を通 じ

て安定 している｡さくまの湧水･②を除いた4地点に

ついても､例外値を除けば年間を通 じて安定 してい

る｡

3) pH

各湧出地点におけるpHの値を第 7図に示す｡

各湧叶,地点の平均 pHは630か ら687であり､5

地点の湧水における､1'-一均 pHの差は057である｡pH

は全ての地点において弱酸性である｡
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第6Lxl 象潟海岸域の各湧出地点におけるECの変
化 (2004年､2005年)

/i:)箔湧出他市のli7置は第1回参暇 ｡
(2004年6H13日～2005叫12月15口の期間に携滞水質計に
より観測)

各湧出地点におけるpHの変動幅は､02か ら0.7

である｡小砂川集落の湧泉を除いた4地点における

pHの変動幅は05以 卜であり､pHは年間を通 じて

安定 している｡小砂川集落の湧泉においても､例外

的に高い値を示 した2005年 2月18日を除けは､変動

幅は02となり､年間を通 じて安定 している｡pHの

値は令ての地点において2005年 2月18日に値が高く

なっており､その時点を除 くとほほ一定の値で推移

している傾向にある｡

3.海底湧水

漁師の万からの聞き取 り調査 (2005年8月)の結

果､大須郷海岸沖と小砂川海岸沖において海底湧水

が確認されたo海底湧水は､深さ05m～10mの海

底で確認されている｡平穏時には､海底湧水の噴出

が水血に波紋を形成 し､これを目視することで海底

湧水の位置を同定することができる｡海底湧水の湧

出箇所は固定されているわけではなく､天候や波の

影響により位置を移す｡また､大須郷海岸沖では､

海水の体感温度か低いと言われており､小砂川海岸

沖よりも多量の海底湧水が湧出していると考えられ

る｡
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第 7図 象潟海岸域の各湧出地点におけるpHの変
化 (2004年､2005年)

/1)各湧出地点の位置は第1図参照C

(2004年川月10日～2005年12月15日の期間にBTB溶液に
より測定)

Ⅳ 結び

手火田県象潟海岸域を対象に､5カ所の湧出地点お

よび海底湧水に関する調査を行った結果､以下のよ

うな点を明らかにすることができた｡なお､研究成

果の一部はすでに菅原ほか (2005)で公表 した｡

1. 湧出量は､福田の泉とさくまの湧水③におい

て､冬期間に湧出量が著 しく減少 し､雪解けか

始まる4月頃から12月にかけて､はは一定の値

を示 したOさくまの湧水②においては､9月か

ら湧出量が著 しく増加 している｡

2.水位流量曲線を作成 した結果､さくまの湧水

③と小砂川集落の湧泉において､水位と流量と

の間に強い相関が認められた｡

3. 水温は年間を通 じて安定 していることが明 ら

かとなった｡さらに､小砂川集落を除 く4地点

においては2月に最低値を記録 した｡

4. ECは例外的に大き射 直は存在するが､その

時点を除けは年間を通 じてはほ一定の値で推移

していることが明らかとなった｡

5.pHは年間を通 じて安定 していることが明 ら

かとなったL,また､pHは全ての地点において

弱酸性である0

6 海底湧水は､大須郷海岸沖と小砂川海岸沖に

おいて確認された｡大須郷海岸沖では､海水の

体感温度が低いと言われており､小砂川海岸沖

よりも多量の海底湧水が湧出していると考えら

れるO

本稿の作城にあたっては､秋凹大学教育文化学部

の肥田 登先生から終始責重な卸助言､御指導をい

ただいた｡現地調査に際 しては､象潟町漁協組合お

よび象潟町住民の方々に御理解､御協力を賜ったC

末筆ながら､以上の皆様に深 く感謝いたします｡

注

i) pHの観測については､20OL1年10月lOEj～2005

年12月15日までの期間に行ったO

2) 水位流量曲線について､さくまの湧水(許では､

2005年 4月20日の水位か例外的な値を示 したため

除いてある｡

3) 水位流量曲線について､小砂川集落の湧泉では､

2005年 3月15日､3月30日､5月18日､9月26日

の水位か例外的な値を示Lたため除いてある｡
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